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例を対象に，肺酸素化能・肺胞換気能の指標としてそれぞれO2-INDEX (Pa02/F102) ・ DSC (Dead Space Coefficient: 
死腔係数=分時換気量 x PaC02) を用い，肺機能の推移ならびに影響因子，肺移植ドナーとしての適合性について検討
した。
【結果及び考察】













































能に影響を及ぼさないこと， 2.上記の障害因子を伴わない脳死例でも脳死後 1 週間を越えると肺酸素化能は悪化し，こ
れは肺炎の合併及び咳轍反射の消失と関連していること， 3.脳死例のうち，肺移植ドナーの選択基準の全てを満たし，
ドナーとなり得る症例は少なく，ドナーに適する期間も短いことが判明した。
本研究は，臨床例において，脳死後の呼吸機能の推移とその障害因子特に脳死の直接的関与の有無を検討し加えて
肺移植ドナーとしての可能性を明らかにした研究として学位に値するものと認める。
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